Panasonic 

取扱説明書 

スピーカー システム 


ご安 
ミちを 
意上 
の 


品ま SB - ZT 1 

このスピーカーシステムは SC - ZT 1 専用です。本機のみでご使用いただくことはでをません。 

に009年2月現在） 


本システムのヴポートを受ける場合に必要でずので、必ずご愛用ち登録をお願いいたしまず。 
ホームぺージでご愛用ち登録びできまず。 


詳しくは裏表紙をご覧ください 


このたびは、バナソニック製品をお買い上げいただを、まことにありびと5ございます。 


保証書別添付 

• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に r ま全上のごを意」» 4、已ぺージ）を必ずお読みください。 

•な証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管して<ださい。 


付属品 ち<じ 




• 付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談 < ださい。 
•かっこ【】内は、買い替え時の品まです。 

(品まは2009年2月現在のちのです。品まは変更される 
ことびあります。） 

•電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しない 
でください。また、他の機器の電源コードを本機に使用しな 
いで < ださい。 

• 電源コードキャップ及び包装が料は商品を取り出したあと、適 
切に処理をしてください。 


付属品は販売店でお買いホめいただけます。 
パナソニックの家電製品直販ヴイト「パナセンス」 
でお買いホめいただけるものもあります。詳しくは 
r バナセンス」のサイトをご覧ください。 

CLUB Panasonic 

Pawa Cerise 

http://club.panasonic.jp/mall/sense/ 
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00 @知5せ） 〇〇 

TEST 端テ：製品の動作確認用の端テです。工場での確認用で、通常 
は使いません。異物などを差し込まないでください。 

I □スイッチ：製品の動作確認用のスイッチでず。通常は使いません。 
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スピーカーの 設置と設定 


スピーカーの設置を ずる 


設置例 • 視聴位置のややをちの左ちに配置してください。 

•さスピーカーは正面（社名□コのあるち）を視聴 
位置に向けて設置してください。 


サラウンド スピーカー (左） ミ 


む 


……ん 

約1吕〇 



卜;, 


サラウンド スピーカー (ち) 


■ 設定前のスピーカーには左ちの区別はありません。 

■ スピーカーが転倒しないよう、必ず水平な場所にぐ5 
つかないよラに設置してください。 

■ スピーカーを持ち運ぶ際は、ポール部とベース部 
(-»表紙）を持つてください。 

■本システムは防磁設計ではありません。ブラウン管 
テレビの近くには設置しないでください。 

〇〇 (お知5せ） 〇〇 

• ベース部びカーテンなどの巧でおおわれないよラに設置してくだ 
さい。 

• スピーカーを設置したときに傾きび気になる場合はスぺーヴー咐 
属）をスピーカー底面の脚にあわせて貼りつけて調整してくださ 
し、。スペーヴーを貼るとさは、周囲に十分ま意してください。 

•各スピーカーから視聴位置までの距離を設定して < ださし、。 
(- ► SC-ZT1 取扱説明書20ページ） 


ワイヤレス機能について 


本システムは、 2.4 GHz 帯の周波数を使用しているため、障害物で電波びさえざられたり、周囲の環境（外部からの電波の混入な 
ど）や本システムをご使用になる建物の構造（電波を反射しやすい壁など）により、音び途切れたり、雑音び出る場合びあります。 
下記の内容にごま意いただを、正しく設置してください。 


■周波数表示の見方（本体 ( SC - ZT 1) およびスピーカーの後面に記載） 

変調ち式び OFDM ち式 
2.4 GHz 帯を使用電波干渉距離 

し 10 m け下 

全帯域を使用に.4 GHz 〜2.483已 GHz) 

■ 機器認定 

本システムは、電波法に基づ<技術基準適合証明を受けていますので、無線局の免許は不要です。ただし、本システムに下の行 
為を行ラと法律で罰せられることびあります。 

•分解/改造ずる 

•本体 （ SC - ZT 1) およびスピーカーの後面に貼ってあるラベルをはがず 

■ 使用制限 

• 日本国内でのみ使用でをます。 


•本体 （ SC-ZT1) とスピーカーは同一部屋内でご使用ください。 


■本体 （ SC - ZT 1) とスピーカーの間に障害物を置かない 

本システムの電波び届く範囲は、同一部屋内で最大 1已 m です。本体 （SC-ZT1) とスピーカーの間に障害物びある場合や、本体 
(SC-ZT1) を床面から已 0 cm し U 下の高さに置いた場合は、電波の届く範囲は短くなります。 


■ 電波干渉を生じるような機器か5本システムを離す 

下のよラな機器び近くにあるとさは、本システムをそれらの機器から離して設置してください。 

• Bluetooth 、0 A 機器、電話など：約 3 m 1■ソ上 
• 電子レンジ、無線 LAN 対応機器：約3 m 1■ソ上 

本システムは、これらの家庭用機器との電波干渉を自動的に避けるよ5に設計されています。電波の干渉びある場合、本体 （SC-ZT1) の 
ワイヤレス U ンク表示（一 ► SC-ZT1 取扱説明書12ページ）び点滅し、スピーカーからの音び途切れたり、雑音び出る場合びありまず。 
これは本システムび適切な周波数を選ぶとさに起さる現象で、本システムの故障ではありません。 

■ 電波が反射しやすい金属物などの近 < か！5できるだけ離す 

本システムを設置する部屋に金属物や家具などびあると、電波び反射しやすくなり視聴位置によって音び途切れたり、雑音び出る 
場合びあります。このよラなとさは、本システムの位置をすこし動かすと改善される場合びあります。 

また、人の出入りび激しい部屋などに置いた場合ち、電波び反射しやす<なりますので、ごま意<ださい。 


この機器の使用周波数帯域では、電子レンジなどの産業'科学'医療機器のほか、工場の製造ラインなどで使用される移動体識別用の構内無線局（免 
許を要する無線局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局)、ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）び運用されています。 

1. この機器を使用する前に、おくで移動体識別用の構内無線局、特定ル電力無線局、な日びにアマチュアお線局び運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、この機器か日移動体識別用の構内無線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに場所を移動するか、または電波の 
使用を停止したうえ、下記連絡先にご連絡いただき、混信回避のための処置など（例えば、バーティシヨンの設置など）についてご相談ください。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した 
場合など何かお困りのことび起をたとをは、なの連絡先へお問い合わせください。 

連絡先：パナソニック株式会社 パナソニックお客様ご相談センター（斗日ページ） 





















電源コードを接続ずる 


スピーカーの待機時の消費電力については、下記をご覧<ださい。 


ご家庭の電源コンセント （AC 100 V . 已0/日 OHz ) 






電源コード （付属） 


AC IN 



• 長期間使用しないとをは節電のため 
電源プラグを抜いておくことをおす 
すめします。電源プラグを巧くとを 
は、必ず スピーカーの 電源を切って 
から抜いてください。 


•スピーカーの電源を入れたままの状態で、本体 （SC-ZT1) の電源を「切」にすると、自動的に待機状態（ワイヤレスリンク 
スタンバイ状態）となります。[ワイヤレスリンク]インジケーターび赤色になります。 

•スピーカー部の待機巧態の消費電力をさらに削減したい場合ま、スピーカー部の電源を「切」にしてください。（電源待機が態になります。） 
<スピーカー部の待機時の消費電力〉 

ワイヤレス U ンクスタンバイ時：約 0.8 W ( 1本あたり） 

電源待機時：約 0.08 W ( 1本あたり） 


スピーカーの設定をする 


■ 購入して初めてお使いになるときは、必ずこの設定を行ってください。 

■まずフ□ントスピーカー （ SC - ZT 1) をワイヤレスリンクさせてから、サラウンドスピーカーの設定をしまず。 


準備 


• 接続している各機器の電源び切れていることを確認ずる。 

(ビエラリンク （HDMI) に対応した当社製テレビ（ビエラ）とレコーダー(ディーガ）を本体に C-ZT1) に接続して 
いる場合、設定び終わるまでテレビ（ビエラ）とレコーダー（ディーガ）の電源は入れないでください。） 

•本体 （ SC - ZT 1) と4本のスピーカーの電源コードを接続ずる。（一 SC - ZT 1 取扱説明書10ぺージ、本書上記） 

• 本体 （ SC - ZT 1) とスピーカーの電源び切れていることを確認ずる。 

• リモコン （ SC - ZT 1) の準備をずる。» SC - ZT 1 取扱説明書色ぺージ） 


1. 本な: (SC-ZT1) の電源を入れる 

2. フ□ントスピーカー (SC-ZT1) の電源を入れる 

• フロントスピーカーの[ワイヤレス U ンク]インジケーターび赤から緑に変わります。 

• サラウンドスピーカーの電源はこの時点では入れないでください。電源を入れても [ ワイヤレス U ンク]インジケーター 
は赤から緑にをわりません。 


3. 「スピーカーの設置数を4本に巧ちする J で " 4 CH ’’ に設定する （一 SC - ZT 1 取扱説明書13ぺージ) 

4. 本な： (SC-ZT1) の電源を一度切る 
已.本な： (SC-ZT1) の電源を再び入れる 


•表示部に ' 4 CH SEARCH " とま示されます。（巧めて設定したとをのみ表示されます） 

6. サラウンドスピーカーの電源を入れる 

• サラウンドスピーカーの [ ワイヤレス U ンク]インジケーターび赤から緑に変わります。 

•各スピーカーの[ワイヤレスリンク]インジケーターび緑になると ' 4 CH SEARCH " の表示び消えます。 


7. リモコン （SC-ZT 1) のに H] を本巧の表お部に " 4 SPKRSET " と表示されるまで約3巧酣甲したままにする 

•U モコンは常に本体へ向けて操作してください。 


8.確認音び出力されているスピーカーに对応するリモコン （SC-ZT1) のボタンを押す 


フ□ント 
スピーカー左 


サラウンド 
スピーカー左ム 


フ□ント 
スピーカーち 

i 


サラウンド 
〇スピーカーち 



•いずれかのスピーカーから確認音び出力されます。 

• スピーカーの確認音に対応するボタンを押すと、他のスピーカーから確認音び出力されます。 

同じように対応するボタンを順に押して、4本とも設定してください。 

•本体の表示部の "COMPLETE" び消えると完了です。 


〇〇 质知 S せ） 〇〇 

•スピーカー設定後は、スピーカーび正しく設定されているか確認してください。（斗 SC-ZT1 取扱説明書12ページ） 

•上記手順8でスピーカー設定を間違った場合は、本体に C-ZT1) の電源を r 切/入」してから手順7、8を行ってください。 

• [ワイヤレスリンク]インジケーターび赤から緑に変わらない場合は、 r 故障かな！？」（一 SC-ZT1 取扱説明書24ページ）を 
ご覧ください。 









































































^ 異常-な障時には直ちにほ用を中止する 

C 異常びあつたとをには、電源プラ 
グを巧< 

ヴ♦煙が出たり、異常なにおいや音びずる 
ち'ノ参音声が出ないことがおる 
W ♦内部に水や異物が入った 

♦電源プラグび異常に熱い 
• 本体に変形や破損した部分びある 
そのまま使ラと火災-感電の原因にな0まず。 

• 電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、 
販売店にご相談 < ださい。 



厢コード-プラグを破損するよ5なことはしない 


(傷つけた日、加工した D、 熱器具に巧ヴけた日、巧 
理に巧ばた日、ねじった日、引っ張った D、 重い物を 
載はた0、束ねた日しない） 

Q 傷んだまま使用ずると、火災•感電-ショー 
卜の原因にな0まず。 

• コードやプラグの修理は、販売店にごホ目 
談< ださい。 



^コンセントや配線器具の定格を超えるほい 
かたや、交流100 V な巧でのほ用はしない 


^部に金属物を入れた0、水などの液化を1 
かけた0め6した D しなし、 

Q ショートや発熱により、火災•感電の原因 
になりまず。 

• 機器の上に水などの液体の入った容器 
や金属物を置かないでください。 

• 特におモ様にはごミ主意ください。 


電源プラグのほこ0等は定期的にとる 

プラグにほこり等びたまると、 
湿気等で絶縁不良となり、乂災 
の原因にな0まず。 

電源プラグを抜さ、乾いた巧 
でふいて < ださい。 


めれた手で、電源プラグの巧を是しはしない 

感電の原因にな0まず。 



めれ手禁止 


電源プラグは巧元まで確実に是し込む 

差し込みび不完全でずと、感電 
や発熱による火災の原因にな0 
ます。 

• 傷んだプラグ’ゆるんだコンセ 
ントは、使わないでください。 



分解、改造をしない 


® f 


内部には電圧の高い部分びあ0、感電の 
原因になりまず。 

内部の点検や修理は、販売店にご依 
分解禁止 頼ください。 


雷び鳴った6、本機や電源プラグに触れない 





接角操止 

感電の原因になりまず。 


病院巧や医療用電気機器のある場所で本機を 
ほ用しない 

本機からの電波び医療用電気機器に影 
響を及ぼずことびあ0、誤作動による 
事故の原因にな0まず。 


0 


安を上のごを意 


(がずお守り <ださい） 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


■ 誤った使いちをしたときに生じるを害や損害の 
程度を区分して、説明していまず。 


A 


苗化 

胃 D 容」でず。 


「死 t や重傷を負ラおそれびある内 


A ミ「傷害を負ラことや、財 
LiA 発生ずるおそれびある内 


財産の損害び 
容」でず。 


■ お守りいただく内容を次の図記号で説明してい 

ます。 （次は図記号の例です） 


0 


してはいけない内容でず。 


〇 


実行しなければならない内容でず。 


A 


気をつけていただく内容でず。 


A 警告 


格ぶま 
定に〇 
、熱な 
で発に 
等、因 
線と原 
配るの 
足え災 
こ超火。 
たをるす 



0 
























A 警告 


，な 臓ぺースメーカーを装着している方は装着 
部か6 22 cm な内で本機をほ用しない 

Q 本機からの電波びペースメーカーの作 
動に影響を与える場合びありまず。 


r 1動ドア、义災巧知器などの自動制御機器の 
近<で本機をほ用しない 

Q 本機からの電波び自動制御機器に影響 
を及ぼずことびあ0、誤作動による事 
故の原因にな0まず。 


A 注意 


放熱を巧ばない 

0 

内部に熱びこをると、火災の原因 
になることびありまず。 

• また、外装ケースび変形する原因に 
ちなりますのでごを意ください。 


巧巧使わないとをや、お手乂1 
れのとをは、電源プラグを巧< 

通電状態で放置、保管 
ずると、絶縁劣化、ろ 
> i ^ ラ電などにより、火災 

電源プラグ の原因になることびあ 
、 を巧く りまず。 ， 


ベース部底面に巧ガタツキ防 
止のためのスぺーヴーを化る 
とまは、周りに人びいないこ 
とをお認してか5巧う 

人びつまずいたり、踏み込ん 
で スピーカーび 壊れ、けびの 
原因になることびあります。 

^特におモ様にはごミ主意ください。 



付属のル物部品（スぺーヴー 
等）は、就幼児の手の届< 
ところに置かない 


Q 誤って飲み込むと、身体 
に悪影響を及ぼしまず。 

• 万一、飲み込んだと思 
ねれるとさは、すぐに 
医師にご相談ください。 


油煙や湯気の当たるところ、 
湿気やほこ0のをいところに 
置かない 


Q 電気び油や水分、ほこりを 
伝わり、乂災•感電の原因 
になることびあります。 


片手で スピーカーを 持たない 


Q 誤ってすベり落として、 
けびの原因となることび 
あります。 


不を定な場所に置かない 


Q ♦高い場所、水平 LU 外の 
場所、振動や衝撃の起 
こる場所に置かない 

倒れた0落下ずると、けびの原因 
になることびありまず。 


ベース部側面の開□部に手 
や足を入れない 

0 造 a 

スピーカーの 転倒によるけびの 
原因になることびありまず。 
i • 特にお子様にはごま意ください。 


ちや掃除機などで不用意にス 
ピー カーの 電源を入れない 


Q 部品の損傷や通電状態 
で放置、保管ずると、 
絶縁劣化、ろラ電など 
によ0火災の原因にな 
ることびありまず。 


為常に温度び高<なるところ1 
に置かない 

〇隹 ii 

温度び高< なりずざると、火災の 
原因になることびありまず。 

• 直射日光の当たるところ、ス I -一 
ブの近くでは特にごを意ください。 
•また、外装ケースや内部部品び劣化する 
原因にちなりますのでごを意ください。， 


□-ドを接続したが態で移動 


しない 

0 


接続した状態で移動させ 
よラとすると、コードび 
傷つさ、火災-感電の原 
因になることびあります。 


また、引っかかって、けびの原因に 

なることびありまず。 

V V 


遊びにほ用しない 



• よじ登5ない 

参振り回したり、目を突く行為 


をしない 


参電源コードを引っ掛けない 

転倒などによるけびの原因になり 


まず。 

• 輪投げなどの遊びや帽モ、巧 
類を掛けないでください。 

• 特にお子様にはごま意ください。 


本システムのイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のちのとはお状び多少異なる場合びありますび御了承ください。 


仕様 


■ システムトータル出力 ] 日日 W (8 日 W + 8日 W ) 

■ パワーアンプ部※1 
実用最大出力（各 ch 動作時） 

抵域側（ウ ー A — 部）目日 W (1 日日比、3 0、 JEITA ) 
高域測にッドハイ部）2日 W (1 kHz 、 8 a JEITA ) 

■ スピーカー部※1 

2way 日スピーカーシステム（パスレフ型） 

ウー八一部 12 cm コーン型 X ] 

ミツド A イ部 2.4 X 10 cm 平面型 X 4 


■スピーカー 総合※1 

電源 AC 100 V 、 已0/曰0 Hz 

消費電力 3 已 W 

ワイヤレスリンクスタンバイ時（平均値）約 0.8 W 

電源待機時 約 0.08 W 

ホ去 川 ix 高さ乂奧巧） 29日 mm X 1231 mm x 290 mm 
質量 約 3 .目 kg 

動作温度 日む〜4日で 

動作湿度 2 日％〜 8 日％ (結露のないこと） 
《1 スピーカー 1 本あたり 


■ ワイヤレス 部 

使用周波数帯 2,4日日日〜2,4835 GHz 

使巧チャンネル数 3 

電波干渉距離 1日 m 下 

弱距離 約 1 已 

《2 同一部屋内で、本体とスピーカー間に障害 
物び無く、本体を高さ已〇 cm W 上の位置 
に設置した場含 

注）この仕様は、性能向上のため変更ずること 
びあ0ます。 


























保証と アフターサービス (よくお読みくださし、) 


修埋-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

♦修理ま、サービス会社•販売会社の「修理ご相談窓口」へ！ 
♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 

■ 保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店からお受け取0<ださい。よ<お読みの 
あと、保管してください。 


保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間色ち 

当社は、このスピーカーシステムの補修巧性能部品を、 
製造巧ち切0後8年保有していまず。 

を）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた 
めに必要な部品でず。 

修理を依巧されるとを 

ちラー度取扱説明書をよくお読みいたださ、ご確認のラ 
え、直らないとさは、まず電源プラグを抜いて、お買い 
上げの販売店へご連絡< ださい。 

♦保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 

♦保証期間を過ぎているときは 

修理ずれば使巧できる製品については、ご要望により修 
理させていたださまず。ち記修理料金の仕組みをご参照 
のラえ、ご相談ください。 


参修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料' 部品代' 出張料などで構成されて 
いまず。 

pPi ] は、診断 • 故障個所の修理および部品交換'調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用 
でず。 

間晶巧 は、修理に使用した部品および補助材料代でず。 
因! 張料] は、製品のある場所へ技術ちをが遣ずる場合の費 
用でず。 


ご相談窓口における個人情報のお取日巧い 

ノてナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個 
人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、 
折り返し電話させていただくとさのため、ナンバー•ディ 
スプレイを採巧しています。なお、個人情報を適切に管理し、 
修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除を、 
第=をに提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓 
□にご連絡ください。 


ご連絡いたださたい内容 

製品名 

スピーカー システム 

お買い上げ曰 

年月日 

品番 

SB - ZT 1 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


r よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 

http :// panasonic . jp / support / 


修理に関するご相談 

1 使いかた-お買い物などのご相談 

パナソニック 修理ご柏談窓 □ 

パナソニック お客様ごホ目談センター 

^14) ^ 0570 -087-087 

• 呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知 6 はします。 
•携帯電話- PHS ■ IP/ ひかり電話等、ナビダイヤルびご利 
用でさない場合は、最寄りの修理ご相談窓□に直接おかけ 
くださし、。 

•最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧くださし、。 

36 已曰/受た t90 き〜吕〇日寺 

電話茹ル函 0120 -878-365 

■携帯電話- PHS でのご利用は… 06 - 6907-1187 

FAX な; ル gxs. 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 



































※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック 


S5. 0570 -087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお巧5せしまず。 

•携帯電話 . PHS ■ IP / ひかり電話等、ナビダイヤルがご利用できない場合は、 
最寄りの修理ご相談窓□に直接おかけくださし、。 


I 地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただく場合びございます。 


北海道地区 

札幌 札幌巿厚別区厚別南 

2 T 目 1 7-7 

巧 (011)894-1251 

旭川 烟肺呂ま通 16 T 目 

1 1已己 

巧 (0166)22-3011 

帯広 帯広巿西 20 条化 2 T 目 
?っ 3 

巧 (0155)33-8477 

函 11 函館巿西枯梗 589 番化吕 41 
(函館流通卸センター内） 

巧 (0138)48-6631 


東北地 


青森 青森巿大字お田字豊田 
3 已 4 

巧 (017)775-0326 

巧田巿外旭川字ル谷地 
3-1 

巧 (018)868-7008 

岩手 盛岡市励 II 已 T 目 1-43 

巧 (019)645-61 30 


が:田 


直城仙台巿宮城野区扇の 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山お 山ぁ巿平清水 1 T 目 1-7 已 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 郡山市亀田 1 T 目已 1-1 已 

巧 (024)991 -9308 


首都 


栃木宇都宜市上戸祭 3 T 目 
3-19 

巧 (028)689-2555 

群馬 前橋市箱田町 32 己- 1 

巧 (02 の 254-2075 

获城 つくば巿筑穂 3 了目 1 已 -3 

巧 (029)864-8756 

埼玉 欄 II 市ホお 2 T 目 4-2 

巧 (04 が 728 -朗 60 

千葉千葉市中巧区末広 5 T 目 

Q_R 

巧 (043 に 08-6034 


東京東京都世田谷区宜坂 
2 T 目 26-1 7 

巧 (03)5477-9700 

山梨 甲府市宝 1 T 目 4- 13 

巧 (055 に 22-5822 

巧奈川横お巿港南区曰野已 T 目 
3-1 已 

巧 (045)847-9720 

新漏 新漏市東区東巧 1 T 目 
8-14 

巧 (025 に 86-01 80 


石 jll 金お市玉鲜 2 T 目 
26白番地 

巧 (076 に 80-6608 

實山冨山市根塚町1了目1 -4 

_ 巧 (076)424-2549 

福井福并巿問屋町2了目14 

S (0776)21 -0622 

長里すお本巿寿化 7 T 目 3-1 1 

巧 (0263)86-9209 

静岡静岡市莫区干化田 7 T 目 
7-已 

巧 (054 に 87-9000 


愛巧]名ち屋市瑞穂区塩乂町 
8-10 

巧 (052)819-0225 

岐阜岐阜市中譲 4T 目4吕 

_ 巧 (058)278-6720 

局山高山市巧岡の 3T 目82 

巧 (0577)33-061 3 

E . S . ま市义居野村町字山巧 
421 

巧 (059 に 54-5520 


滋賀栗ま巿霊仙寺 1 T 目 1-4 目 

巧 (077)582-5021 

京都京都市伏見区竹田中川原町 
71-4 

巧 (075)646-21 23 

大阪大阪市城ま区関目 2 T 目 
] 5-5 

巧 (06)6359-6225 


奈良大和郡山市筒并町 
800 き地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山巿中島 4 目目- 1 

巧 (073)475-2984 

兵庫巧戸市須磨区弥栄台 
打目 1 3-4 

巧 (078)796-31 40 


鳥取 鳥取巿ま長 29 已 -1 

巧 (0857)26-9695 

米子米子巿米原 4 T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

ホ公江お江市平成町1日2ま地 
14 

巧 (0852)23- 1128 

出雲 出雲市渡橋町 41 曰 

巧 (0853 に 1-31 33 


お田 ミ兵田巿下刷巧 27-93 

巧 (0855)22-6629 

岡山 岡山市田中 138-1 10 

0(086)242-6236 

広島 広島市西区南観音 1 T 目 
13 -已 

巧 (082 に 95-5011 

山 □ 山□市か郡下郷220 -1 

巧 (083)973-2720 


_ uHl 

香 jll 高お市ま力使町1已2-吕 

巧 (087)868-6388 

徳島 徳島巿沖巧 2 T 目 36 

巧 (088)624-0253 


高巧]高巧市仲田町 2-1 巨 

巧 (088)834-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡抵部町八倉 
75-1 

巧 (089)905-7544 


福岡 言日巿青日公園 3 T 目 4 日 

巧 (092)593-90(36 

化賀佐賀巿韶島町大字 
八戸字上深町 3044 

巧 (0952)26-91 51 

長崎 長崎巿東町 19 19-1 

巧 (095)830-1 658 

大分 大分巿巧原 4 T 目 8-3 己 

巧 (097)556-(381 5 

宮崎宜崎市本郷北方字草葉 
20 呂 9-2 

巧 (0985)63-1 213 


貢!本 熊本市健軍本町 12-3 

巧 (096)367-6067 

天草 天草巿港町 18-1 1 

巧 (096 か 22-3 125 

鹿巧島鹿児島市与巧郎 ITS 
5-っつ 

巧(099に 50-5657 

大島を美巿名瀬朝仁町1 1-2 

巧 (0997)53-51 01 


沖縄地 


沖縄浦添市城間 4 T 目23-]] 


巧 (098)877-1 207 


所在地、電話番号び変更になることびありまずので、あらかじめご了承ください。 


1108 














































CLUB Panasonic ご愛用者登録について 


-音のエチケット 


楽しい音楽も時と場所によっては気 
になるちのです。特に静かな夜間に 
は窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるのち一つのち法です。 



音のエチケット 
シンボルマーク 


一 このマークびある場合は 一 


お手入れ 


乾いた柔らかい布でふいてく 


電源プラグをコンセントから抜を、 

ださい。 

•巧れびひどいとさは、水にひたした巧をよく絞ってから巧れ 
をふき取り、そのあと、乾いた巧でふいてください。 
•ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、 
外装ケースび変質したり、塗装びはげるおそれびありまずの 
で使用しないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、その注意書さに従って<ださい。 


r ご愛用者登録 J のご案内 

弊社ではより良い商品とサービスをお客様にご提供できるようにノ（ナソニック商品をご購入の方にご愛用を登録を 
お願いしています。 

ぜひ、この機会にご愛用を登録をお願いいたします。 

※皆様の貴重なご意見を、製品の開発や改善の参考とさせていたださたいと思いますので、アンケートにちご協力 
いたださますよラお願い申し上げます。 



ご登録手 I 傾 下記のどち S かを選んでください。 

パソコンか6の登録方法 

次のアドレスにアクセスしてください。 

http :// club . panasonic . jp / 

携帯電話からの登録方法 

1二次元バーコードでアクセス 2次のアドレスにアクセスしてください。 

http :// mobile . club . panasonic . jp / 

※携帯電話から登録する場合は、携帯電話のメールアドレスび必要です。 



■お問い合わせ先 ： CLUB Panasonic 事務局 ( club - info @ panasonic . jp ) 


愛情点検 


長年ご使用のスピーカーシステムの点検を！ 


巧 



•煙び出た D 、 異常なにおいや音びする 



故障や事故防止のため、 


こんなを状は 
あ 0 ませんか 

• 音声び出ないことびある 
• 内部に水や異物び入った 
• 本体に変おや破損した部分びある 

► 

ご使用 
中止 

電源を切り、コンセン 
卜か 6 電源プラグを抜 
いて、おず販売店に点 



• その他の異常や故障びある 



検をご相談ください。 


便利メモ （おぼえのため、記入されると便利でず） 


販売店名 

巧 （ ) - 

品 番 

SB - ZT 1 

お客様 
ご柏談窓 □ 

巧 （ ) - 

お買い上げ日 

年月日 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 


干已7 1-8 已04大阪府門真市松生田了 ] 番]已号 
© Panasonic Corporation 2009 


RQT 9460-2 S 

H0209FS 2049 
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